
シナリオ型指導案 
１：本時の目的 
①数学的な意味で「集合」というと難しいように聞こえ、日常で使っている「集合」

という意味とは少し違う面もあるが、数学的な「集合」の意味を知ってもらい、理解

を深めてもらう。 
②身近な『物の集まり』を例に挙げて、数学的な抽象概念を具体化して数学の意味を

感じてもらう。 
（杉浦コメント：この波線こそ数学教師の行なうべきこと） 

 
２：本時の指導過程 
先生が教室に入って、起立・礼・着席をした後に、今日の朝新聞で読んだちょっとし

たニュースなどについて話し、今日の勉強する内容を告げる。 
 
先生「高校の数学Ａの最初の『集合』という単元を勉強していきます。この数学の教

科書に『集合』って書いてあるけど、数学と関係なしに、日常生活で『集合』という

言葉を聞きますよね。」 
 
『集合』って言葉聞いたことある人、手を挙げて下さい。 
 
(生徒の反応) 何人か手を挙げる。 
 
では、集合というのはどういう時に聞きますか？ え～っとさっき手を挙げてくれて

いた○○さん。 
 
(生徒の反応)「友達と待ち合わせする時。」／「集まる時。」 
 
先生「そうですね。先生もそういう時に使います。１０時に駅に集合！とかね。とに

かく○○さんがゆうてくれたように『集まる』っていうイメージがありますよね。数

学でいう『集合』というのは人が集まるんじゃなくて数字が集まったりします。」 
 
板書内容 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ Ａ 
２ ４ ６ ８ １０ Ｂ 
１ ３ ５ ７ ９ Ｃ 

 
Ａはどんな数字が並んでいますか？ じゃ～○○くん。 
 
(生徒の反応)「１から１０までの数。」 



 
先生「そうです。しかもそれは数の中でも整数ですね。まとめていうと１以上１０以

下の整数ですね。」 
板書内容 
 ある明確な範囲を持った集まりを集合という 
 
先生「１以上１０以下の整数というような明確な範囲を持った集まりを『集合』とい

います。今から集合Ａのような集合を簡単に表す方法を勉強します。 
 
板書内容 
 Ａ＝{χ｜χは整数，１≦χ≦１０} 
 
先生「これだけではワケわかりませんね～。説明します。形的にはこんな感じになっ

てますね。」 
 
板書内容 
 Ａ＝{ ｜    } 
 ↑   ↑ 
    要素   要素の条件 
 
先生「要素というのは、集合１つ１つの数字のことです。成分みたいなものですね。

たとえば。」 
 
集合Ａの要素は何ですか？ じゃ～○○さん。 
 
(生徒の反応)「１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０」 
 
先生「そうです。正解です。今言ってくれた１０個の整数全てが要素です。これは(黒
板を指差して)、左側の   に要素をとりあえずχと考えて書いて、右側の 
にその要素の条件を書いたものです。要素の条件というのはさっき(２つ前の発問)○
○くんが言ってくれたように１以上１０以下の整数ですよ。分かりましたか？何か質

問ありますか？本当に遠慮なく言ってくださいよ。・・・・・・。ないみたいですね。

では、Ｂについて考えて見ましょう。」   
 
Ｂはどんな数が並んでいますか？ え～っと○○くん。 
 
(生徒の反応)「偶数。」／「２で割れる数。」 
 



先生「はい。そうですね。偶数を表すのは２χという風に表しますね。」 
板書内容 
 Ｂ＝{２χ｜      ←とりあえずここまで書く。 
χで何以上何以下だと、２χが２以上１０以下の偶数になりますか？ ん～っと○○

くん 
 
(生徒の反応)「１から５。」 
 
先生「そうですね。χが１の時は２χは２、χが５の時は２χは１０となりますね。

だからＢはこのように書きます。」 
 
板書内容 
 Ｂ＝{２χ｜χは整数，１≦χ≦５} 
 
それではＣをこのような形で書いてみましょう。 
 
≪時間を少しとる。その間、先生は教室の中を動いて様子を見て回る。≫ 
  ７，８分後 
先生「できたら隣の人と答え合わせしてみて～。」 
 
じゃあ黒板に書いてもらおうかな。では、○○さん。 
 
(生徒の反応)黒板に 
Ｃ＝{２χ－１｜χは整数，１≦χ≦５} 

 
先生「はい。ありがとう。(生徒が席に座ってから)正解です。よくできました。χに
１を代入すると要素２χ－１は１となります。このようにχに２，３，４，５を代入

すると要素２χ－１は３，５，７，９となります。」 
 
先生「例えば、２は集合Ｂの要素ですね。だから。」 
 
板書内容 
 ２∊Ｂ 
 
先生「または。」 
 
板書内容 
 Ｂ∍２ 



 
先生「と、書きます。次に３の場合はＢの要素ではありませんね。だから。」 
 
板書内容 
 ３∉Ｂ  Ｂ∌３ 
 
先生「これらのように書きます。同じように。」 
 
板書内容 
 ４∊Ｂ  ５∉Ｂ  ６∊Ｂ  ７∉Ｂ  ８∊Ｂ  ９∉Ｂ  １０∊Ｂ 
 
先生「と、なります。Ｃの場合は。」 
 
板書内容 
 １∊Ｃ ２∉Ｃ ３∊Ｃ ４∉Ｃ ５∊Ｃ ６∉Ｃ ７∊Ｃ ８∉Ｃ ９∊Ｃ １０∉Ｃ 
 
先生「と、なりますね。」 
 
先生「ところで、Ｂの要素はＡの要素の一部でもありますね。またＣの要素もＡの要

素の一部でもあるよね。」 
 
≪さきほど板書したものに色分けをする。≫ 
 
板書内容 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ Ａ 
２ ４ ６ ８ １０ Ｂ 
１ ３ ５ ７ ９                 Ｃ 

 
先生「こんな感じです。これを見ると、集合Ｂの要素は集合Ａの要素に含まれていま

すね。図をかくと。」 
 
板書内容       
   Ａ Ｂのどの要素(２，４，６，８，１０)も 
 Ｂ    Ａに属する(１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０)時は、 
 ＢはＡの部分集合である、という。 
 Ｂ⊂Ａ または Ａ⊃Ｂ と書く。 
 
 (注意) 要素∊集合  集合⊂集合   ∊と⊂に注意する。 



 
先生「(必要な所を次々指差して)、Ｂのどの要素もＡに属する時、ＢはＡの部分集合
であるという。で、こういう形で表記します。この注意のことは使い分けに注意して

下さい。」 
 
集合Ｃは集合Ａの部分集合だと思いますか？はい、手を挙げてください。部分集合だ

と思う人？部分集合でないと思う人？ 
 
先生「部分集合だと思う人が多いですね。そうです。部分集合です。色分けしたやつ

見てください。集合Ｃのどの要素もＡに属す時は集合Ｃは集合Ａの部分集合ですね。」 
 
板書内容 
   Ａ Ａ 
 Ｂ          Ｃ     集合Ｂは集合Ａの部分集合である。 
      
                  集合Ｃは集合Ａの部分集合である。 
   Ｂ⊂Ａ         Ｃ⊂Ａ 
 
先生「こんな感じの図でイメージしておいて下さい。」 
 
先生「例えば、こんなことも考えられます。この学校は○○高校で、このクラスは１

年１組ですから」 
 
板書内容 
      ○○高校 
 １年１組 
 １班     ２班     ３班 
 
 ４班    ５班     ６班 
 
 
 
 
先生「その１年１組の中に１班～６班があります。さらにここには書けないですけど、

一班
ひとはん

にはメンバーがいます。こういった感じで考えてくれても良いと思います。」 

 
板書内容 



 {１班}⊂{１年１組}⊂{○○高校} 
先生「ちなみにこの{ }というのは集合という意味で、この{１班}というのは『１班

という集合』という意味です。１班は１年１組の部分集合で、１年１組は○○高校の

部分集合ということになります。こう考えると部分集合というのも分かりやすくなっ

たと思います。」 
 
先生「ちょっと教科書３４ページの『集合の表し方』ってとこ見て下さい。」 
 
板書内容 
 Ａ＝{１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０} 
 Ａ＝{１，２，３，･･････，１０} 
 Ａ＝{χ｜χは整数，１≦χ≦１０} 
 Ａ＝{χ｜χは１０以下の自然数} 
 
先生「これは全部同じものを表します。では、こんな時はどうでしょう」 
 
板書内容 
 Ｄ＝{１，２，３，４，５} 
 Ｅ＝{１，２，３，４，５} 
 
先生「ＤとＥの要素が全く一致する時です。」 
 
板書内容 
 Ｄ⊂Ｅ かつ Ｅ⊂Ｄ ならば Ｄ＝Ｅ である。 
 
先生「こんな感じになります。これはＤはＥに含まれていて、ＥはＤに含まれている

時はＤ＝Ｅになる、ということです。」 
 
先生「教科書３５ページの１８行目を見てください。集合の包含関係⊂に関して、次

の法則が成り立ちます。[１]はさっき言った感じですね。[２]はこんなイメージで

す。」 

 

板書内容 

   Ｂ Ｃ               Ｃ 
 Ａ    と   Ｂ    だからまとめて    Ｂ     となる 
                    Ａ         
            
 



        
Ｃ 

 Ａ     
よって  

      
 
先生「ＡがＢに含まれていて、ＢがＣに含まれている、からＡがＣに含まれている。

という意味です。」 
 
先生「次のページ、え～っと３６ページを見て下さい。」 
 
  間をあける 
 
先生「共通部分と和集合っていうタイトルになってます。共通部分って何でしょう？」 
 
板書内容 
    Ａ  Ｂ 
 
 
 
 ＡとＢの共通部分 
 
先生「赤で示した所がＡとＢの共通している部分だから共通部分といいます。たとえ

ば。」 
 
 
 
板書内容 
 Ａ＝{２，３，４，５，６} 
 Ｂ＝{４，５，６，７，８} 
 
先生「集合Ａと集合Ｂがこんな集合とします。」 
 
ＡとＢに共通している要素は何ですか？ え～っと○○くん。 
 
(生徒の反応)「４，５，６」 
 
先生「その通りです！ そして共通部分はこのように書きます。」 



 
板書内容 
 Ａ∩Ｂ＝{４，５，６} 
 
先生「これは集合Ａと集合Ｂの共通部分の要素は４，５，６ということです。次に和

集合を見てみましょう。」 
 
板書内容 
    Ａ  Ｂ 
 
 
 
 ＡとＢの和集合 
 
先生「赤で示した所を集合Ａと集合Ｂの和集合といいます。」 
 
では、集合Ａと集合Ｂの和集合の要素は何ですか？じゃあ○○さん。 
 
(生徒の反応)「２，３，４，５，６，７，８」 
 
先生「そうです。よく分かりましたね。４と５と６は集合Ａと集合Ｂでかぶってる部

分なんですけど、和集合のときは１回しか列挙してはいけません。○○さんは上手く

答えてくれたけど、たとえば、２，３，４，５，６，４，５，６，７，８という風に

２回ゆうたらダメですよ。」 
 
先生「そして、この和集合はこう書きます。」 
 
板書内容 
 Ａ∪Ｂ＝{２，３，４，５，６，７，８} 
 
先生「これは集合Ａと集合Ｂの和集合は２，３，４，５，６，７，８ということです。」 
 
板書内容 
 ∩･･････共通部分    ∪･･････和集合 
 Ａ∩Ｂ･･････ＡかつＢ  Ａ∪Ｂ･･････ＡまたはＢ 
 
先生「もうちょっと具体的にやってみましょう。Ａは５の倍数の集合、Ｂは７の倍数

の集合とします。」 



 
板書内容 
    Ａ    Ｂ 
 
 
 

 Ｃ＝Ａ∩Ｂとする。Ｃは５の倍数かつ７の倍数であるから３５の 
倍数である。 

 
先生「集合Ａと集合Ｂの共通部分を集合Ｃとします。Ｃは５の倍数であって７の倍数

であるから３５の倍数ということになりますね。分かりますか？これは数字に関して

だけの話だけど、言葉の世界で考えて見ましょう。」 
 
先生「みなさんは１１月３日７：００からのＩＱテストの番組見ましたか？ こんな

感じの問題がありました。完全には覚えてないですけどね。」 
 
板書内容 
  
   ねずみ 自動車 １：猫 
   牛 バイク  ２：三輪車 
    犬       自転車 ３：馬 
 ４：タクシー 
 共通部分に当てはまるのはどれだ？ 
 
ＩＱテスト見てない人手を挙げてください～ 
 
(生徒の反応)何人か手を挙げる。 
先生「見た人は言わないで下さいね。じゃ～○○くん、答え分かりますか？」 
 
(生徒の反応)「・・・・・・・」←分からなかったとする。 
 
先生「左側の仲間、まぁこの仲間を今は集合と呼びますね。で、この左側の集合はど

んな規則で集まっていますか？」 
 
(生徒の反応)「動物？」 
 
先生「そう、動物です。では右側の集合は？」 
 



(生徒の反応)「乗り物？」 
先生「そう。その通り乗り物ですよ。ということは共通部分は動物かつ乗り物ですか

ら答えは。」 
 
(生徒の反応)「３番。」 
 
先生「そう。３番で正解ですよ。馬は乗り物であって乗り物でもあります。今やった

ようにこういうゲーム感覚的な問題も集合の考え方の一つなんですよ。面白いでし

ょ？」 
 
(生徒の反応)「・・・・・・・」 
 
先生「あんまりおもしろくなかったかな。では、この問題はどうですか？」 
 
板書内容 
  
 
 
 
 
 
 
この共通部分はどんなものが入ると思いますか？え～じゃぁ○○さん。 
 
(生徒の反応)「青い四角形？」 
 
先生「そう。よく分かりました。もちろんこれも集合の考えです。集合の考えは、こ

ういう場面でも使えます。仲間分けとかする時に役立ちますね。僕はこの集合という

のは物事を考える時、頭の中で整理する時に、使える考え方だと思っているのでみな

さんもしっかり考えていって慣れていって欲しいと思います。」 
 
先生「じゃあ最後に３６ページの例３をやっておきましょう。」 
 
板書内容 
 Ａ＝{３，６，９，１２} 
 Ｂ＝{２，４，６，８，１０，１２} 
 ①Ａ∩Ｂ＝ 
 ②Ａ∪Ｂ＝ 



 
先生「では、今日これ最後です。じゃあえ～っと○○くん、黒板にこの①と②の要素

を書いてください。 
 
(生徒の反応)Ａ∩Ｂ＝{６，１２} Ａ∪Ｂ＝{２，３，４，６，８，９，１０，１２} 
 
先生「はい。大正解です。ではもう今日はこれで終わりなんですが、これから今日や

ったように『集合』というものはもう少し深く考えていくので一緒に勉強していきま

しょう。え～っと３６ページの問４を宿題にしておくんで、ノートにやっとい下さい。

次の時間の最初に答え合わせしますんで、ちゃんとやっておいて下さいね。」 
 
起立・礼をして終わる。 
 
杉浦コメント：シナリオ型指導案という場合，このくらいの緻密さで書いてほしい．

実際には 2時間分くらいかもしれないけれど，完結した内容を行なおうと思うとこの
くらいの学習量になると思う． 
数学の指導案としてみた場合，「数学的な抽象概念を具体的な例で説明する」ことが

できている．このことが数学教師として一番しなければいけないことだと思う．たと

えるなら，数学の教師は数学の抽象的世界に生徒をさそう数学の伝道師であり，その

ためには，いったん具体世界に下りてきて，生徒にわからせた後，ふたたび抽象的世

界に連れて返らないといけないのです．抽象的世界にとどまっていては，生徒達を数

学の世界にさそうことはできないのです． 


